
新しいことに挑戦したい。社会の課題を解決したい。夢がある。私たちはそれぞれに、前に進みた

いという素朴な願いを有しています。

しかしながら、前に進むことは簡単なことではありません。新しい一歩を踏み出すとき、誰しも不安

から躊躇します。

私たちは、法とテクノロジーの力を駆使すれば、このような不安を安心に変えられると信じています。

「法」とは、一定の強制力を伴う社会規範であり、法律、政省令、条例、判例、業界による自主規制、

商慣習、契約、社内規程、自然法、あるべき正義、秩序をも含む広い概念です。

私たちの社会は、「法」によって規律され、形作られています。「法」を正しく理解し、使いこなすこと

ができれば、不測のトラブルを回避し、新しい価値を創造することができます。

しかし、社会が絶えず変化し、複雑化するなかで、「法」自体も絶えず変化し、複雑さを増しています。

「法」を理解し、使いこなすことは容易ではありません。

「テクノロジー」とは、科学的知見を一般化し、実用に供することを意味します。科学的知見は技術

として実社会に還元されて初めて、社会の進歩を牽引することができます。「テクノロジー」は、科学

的知見と実社会を結び付け、人々の生活と仕事の基盤となり、情報社会を支え、私たちの能力を拡

張し、私たちの生活に豊かさをもたらしました。「テクノロジー」は不可能を可能にします。

「法」と「テクノロジー」。これらを結び付けることができれば、「法」は、私たちにとって、より身近な、

強力な味方となります。「テクノロジー」は、絶えず変化し複雑化する「法」を、「法」に携わるプロフェッ

ショナルが、そして私たち一人一人が、「法」をより理解し、より効果的に扱うことを可能にします。「テ

クノロジー」の力によって、「法」は、私たちが安心して前に進むための基盤となります。

私たちは、「法」と「テクノロジー」の力で、人々が願いに向かって安心して前進できる、より良い社会

を創っていきます。

法とテクノロジーの力で、
安心して前進できる社会を創る。

Purpose


